(lis) 


キノボリトタテグモの習性 
小 が 忠 夫 

大限市都島區高倉巧ーノーととと 

昭 ネロ 化年 8 巧 24 目， 奈段公觀にで探集しを キノ ボリ トタテ グモ Pachjlomerus 
fragaria Doem ゎ成み一頭を其後飼替 した ところ，習性の二 S を知り得をので 
其結果を不完をザら御報吿すること、した。始めに當り貴重な文獻なび御助言 
を賜つた八木巧健夫氏に深甚の謝なをおする0 

イミ居：異常營巢 

趣々の樹木或ひはをむ力;苔類に被はれてゐて少し濕つげく感じるやうな寧ろ 
日陸の場巧に往々該趣むを居をお出すことが出來る。本州中部な南，九州地方 
にかけて分布•する該麵は，寧ろ稀薄ながをではな <，巧其還境に酷似した住居 
のタト装は，我々の目を充分欺くに化るものでをり，從つて採集し難いものであ 
る。袋狀の住居には斜に半圆お或ひは圆形に近い戶盖が附いて居り，戶蓋の閒 
脚は常に横をや若おの反對側に附いてねる蝶番をなて巧はれる。戶蓋は大抵下 
向であるが，往々上巧のものもおられる。該飼脊穗もが集時には上向の戶蕴を 
附してゐたものである。装の長さは約け〜 3cna. 口徑約 0.7 〜 Icm. で戶蓋は一 
重，二重. S 重等麵々である。が居外部は苔や樹皮をなて被はれるが，苔は巧 
居上に於ても充分生育する。內側は平潛に絲をなて造られる0 

8巧巧日.直徑 11 cm . 高さ 14 cm . の廣口瓶に約 5 cm. 許りの深さに濕つた 
砂を入れ.其上へ苔類のはびこつた杉の樹皮を適當な大きさに折つて入れ，シ 
ャーレ W で藍をした簡舉な飼育瓶の中へ該穗一頭を入れて疆いたのであるが， 
其の翌朝，住居作成中の薇子が見られを。盛に杉の樹皮 や 苦の機 細な一片を執 
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へて來ては，其れを潜合さんとする部分に置き，直ちわを巧をしてがら絲巧を 
左を夕互に動かしっ、繼合かて巧 < c 。 ホだ完成してゐない戶證を化ては又住居 
の繼足す部分へ巧みに切り取って來たものを附着させ，巧樣な動作を繰返す。 
化の時，戶蓋を化ると云っても，隹居よりを身を現すことはホづない。多くお 
たところで腹部の前端を僅かに號かせる程度であった0午前十時頃，住居は完 
巧しをが，戶蓋は上向〇異常型で，杉の樹皮と輛育瓶側壁との大層狭い間旗に 
住居巧部〇蜘蛛の巧動が幸ひにも铜育瓶のかから觀察出來るやうに，恰も正常 
な住居の側壁を僅力>許り縱に引裂いた如きものを遽ってゐをのである。勿論么 
は餘りに狹い間擦に住居作巧を巧なった事故，飼育瓶の側壁が邪魔になって其 
住居カミ袋がをとり得ずか、る結果になったものと思はれる。が居が巧中は大層 
敏感であって，極めて僅かの爱動に致しても即時作業を中止し時には五分な 
上も靜止することがある0住居作成に就ては其の詳細を痕で御報吿しようと思 
クて ねる〇 

巧郵巧货 I 

筆者は其^日間，化〇巧部觀察に都合のよい異常營巢內にがて，が鍊が卒 
を如何なる化置をとつてわるかを觀をすることがお來た〇化の蜘蛛は常にが居 
內に於て第ーホ脚，觸陵で戶蓋を引い〔ゐるのではなく，どうやら身に危險を 
あじたらしい時に〇みさうするのであって，乎常は戶蓋を转っ時り巧き（蝶番 
のホ巧へ腹面を巧ける）にではなく，むしろ其の反對の巧き（蝶番の方向へ背 
面を向ける）で袋〇底部に近く極めで安樂な樣モでねる場合が夕い〇其の様な 
時に，若し戶證を何かで奕< とか，住居を露動させるとか，住居に指を觸れる 
とかすると，直ちに戶蓋に近づき迴れををしで蝶番の方巧に腹面を巧けるを 
勢をとり戶證を引く 0其動作は非常に敏捷である。巧が解れた場合には戶蓋を 
引くどころか，却って僅かに銷けてな居外部の樣モを伺ふ〇數日間，巧を與へ 
ずに抛って置く時にもさうする。强ひて戶蓋を閱< と常に住居の底部に潜んで 
がふ0住居に巧れるといみ點にがて，巧か筆者の惡截か巧の何れであるかが極 
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めで明かに度别巧ホるもりである 0 如何化おが觸れるか〇如く爲っても，簡擧 
に見破られて戶壺を固く閉ぢで終ふも〇である。 

を 巧 

9巧1目，蜘蛛は異常型住居に厭いたも〇か，今度は下向きの完をな住居を 
營み•其處に棲まふこと、なった。如何なる毎の捕獲法を爲すかを巧かにするこ 
とが，攀者の飼育觀察の目的であったのである。最初に蜘蛛が旣を補獲しをの 
は其の徘徊中にがてであった。9巧2日午後4時頃.完全に死滅した公マバへ 
一頭を飼育瓶中に化居より離れた砂の上に投入れて置いをのであるが，夕間逍 
る頃（午後6跨がか)ふと見ると入れで盧いを等。シマバへがぶ當らない〇さ 
ては，と戶蓋を銷いて伺みに案の狀補食の最中である。な居の巧部へ潜み，窠 
豈第四祇步脚は伸したま、，觸肢と第一第二兩步脚で韵:を抱き乍ら捕食しでな 
るのでをる。辞 S 其後數日間同樣な事を觀察しをが.何れも殺してから間もな 
いハへ類であり，（蘭類が發生したり，餘りに古いものは辅食しない)巧れも夕 
暮から夜間にかけてであっを。乃ち觀蛛は夕黨か叉は夜間，住曆を巧でて緋徊 
LU を漁つて夫を持歸り後をふといふ性を持ってむるのである。 

其後，筆者は化の住居が單に身を保護する爲にあるもの力>，デグモの如<袋 
巢に賴って狩獵するものか，其他出漁徘徊なかに詩の捕獲法はなきものかとい 
ふ點をけ月かにする爲，9巧 S 目午後8時頃， Evophrys nipponicm KishWa ネ 
コィ、へトリを捕へて飼す瓶中に入れ.ピンタツトで追ひ乍ら其〇を居上を步か 
せてみたが-何のな應もなかつをので巧漁辨徊〇みに王つて狩機するも〇であ 
るとしでしまっをが，猶，を〇爲にと,思ひ，：其發日から每巧巧時刻頃同様な観察 
を度々試みてねるうち，巧巧14曰待望〇捕を法が觀察お來たのである0住居 
を戶盤〇方へ歩まがて巧を，恰度戶靈を通週した盧後〇ことでをった。バツと 
戶蓋が開いたと思ふ聞もなく突然捕獲が巧はれた〇である0捕へたと思った戾 
脚旣にネコハへ:トリとトタザグモ〇をは見られなかった浩赞に巧歎すべき.美 
おな早業であつた0化の時，半身を躍らせてネコハへトリの頭胸部側面附近を 



( 121 ) 


巧んだ キノ ボリトクテグモが夫を忽ち巢中に則張り込んだ〇と，其時 ネコハ^ 
小9の體が斜に傾いた爲甲見えた黃白をの腹部をが.夢のやうに記憶されでむ 
るに過ぎなかつた。ぐぐぐぐ …… と•觸肢，第一步闕で引 寄がるので あらうか, 

戶蓋の中央が凹む位密閉された0其後， ネコ ハへ 卜. リを與へで化の觀をを繰お 
したが， を間晝間の區别なく成巧した0巧し空腹を感じてゐるのか戶蓋を僅か 
に開き，巧部から蜘蛛が獲物を待ち儀へてねる樣な場合に，しかも，住居が少 
しでも震動すると戶蓋を閒く閉ぢて終つてお〇捕獲はがして見られない〇1"， 
ネコハへトリ を上 IE の如く追ふ儀に ピン セツトで飼育瓶中の苔や樹没:其他一巧 
のものに觸れずに巧つた場合に限つでである 0 猶姐本隆氏 （1943) 力 防 shin * 
miyevs typiciis Ki 洗 Wa キシノウ^トタテグモについてなの捕獲を觀をされた 
女 K ， ネコハへ トリを住居に觸れぬやうに單に戶蓋近くへ追ふ場合にがては， 
今迄のところ補獲は見られない0要するになの捕獲は.夜間か夕暮徘涵して巧 
はれる場合のみならず，墓巧を問はず化居上を薛が步み戶盖を通述した直後に 
巧 はれるのである。ルリ ハ A シを與 へた こと も あつなが，髓が强固であり满か 
な爲か.半身を羅らせて跳び着き獲へんとはしたが逃して終つた。捕獲するこ 
とに失敗すると，身に其をの危驗到來を恐れでか庭ちにな居の中へ潜んで終ふ。 
お:の蜘蛛が食がとして如何なる動物を捕食するかは.#<の種類にわたつてホ 
だ調査してわない0 

を 浮 

をを食べ盡したをは，必ずを薛をが居かへ拾去りに巧く。住居の附近に捨去 
ることもあるが，が居より程遠い廳へ持運び格去ることもある0化の動作は夜 
間巧はれるのである。黨閒は決して住居外に化る擧なく，夜間上述した如く W 
傲の必雲を感じた際とか食津を捨去る瞭とかに彿徊ずることは明かである0 

脫 巧 

隙粪は主として夜間巧はれるらし<，現場を見腫けずホ觀驚の儀であるから 
赌かなことは無論云へないが，飼育瓶の側壁上方には黄褐をか褐をの排泄物が 
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ゼうやらを居から化ずに，大體おまつた位:置より，ををつたち巧に腹端を巧け 
で上方にが財するのではないがと考へられるやうな處に附着してむる。上方に 
巧つ てが おすることだけは確かである0 

巧 狗 

1 . 平常は戶蓋を引かず，袋の属鄭に近くねる。 

2. 外敵に製はれた時 • 住居が護動した時等には戶鑑を引ぐ 0 

3. 館が觸れた際，數日間巧を與へずに擒覆いた隙には戶證を僅かに闕けで 
か部の様子を伺ふ0 

4. 强ひて戶蓋を鞠 < 場合には袋の底都に潜んで終み0 

5. 夕馨より巧間にかけて徘徊しがを漁る。 

6 をきてねるものは勿論、死滅した蟲をも食ふ0 

7. な居上を步いを巧が戶蓋を通巡した直後半身を躍ら化でさを補獲し直ち 
に住居巧に入る。 

8. な短より飼を製ふ場合は塾夜を間はず巧はれる〇(キシノウへトクテグホ 
についでは巧間のみ觀察されてゐる） 

9. が居より辭を襲ひ捕獲に失敗した場をには與の跡を道はず，直ちにな居 
の巧へ潜んで終ふ。 

10. 食浮は住居より W でで，務去りに巧く0 

11 . 脫糞は上ホへ射*曲して巧ふ 0 
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